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，この大供養の見物に集まって来な
かったはずはない。そこで華やかな衣の色が一面に地を埋め，東大寺の伽藍はこの色の海の上に浮
4 4 4 4 4 4 4 4 4
いていた

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































＊　　　　The Conoise Oxford Dictionary（1950,OxfordUniversityPress.）p.566&p.153.
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第１図　感覚と意味の回路
19
コミュニケーション行為論（二）
意味の回路」こそが，「声明」と「歌舞」への関わりにおいて，焦点化されなければならない。
私にとって，「声明」の「四箇法要」を体験するということは，直接的には，結界を張られ，荘
しょう
厳
ごん
された，〈時間〉・〈空間〉のなかで，みずからの身
4
・口
4
・意
4
の浄化へと志向し，より本質的には，
日常生活における諸「感覚」（‘senses’）から，それらの積分とメタモルフォーゼとによる，なん
らかの「価値」（‘meanings’→‘Meaning’＝‘Value’）への，《上向》のコミュニケーション行
為を，実践することであった。
また，私にとって，「舞踊」とは，身体から発せられる，無言の《声》にほかならない。東大寺
の「大仏」開眼会の第二部において，多くの「儛人」たちは，さまざまな「楽」の音に合わせて，
あるいは，乗せて，彼ら一人ひとりの「身体」の《声》を発し，それによって，「語り」・「歌っ
て」いたのである。
この時の「大仏」開眼会は，もとより，「華厳宗」の仏教儀礼のかたちで執り行われたけれども，
それを主導した菩提というインドの人，仏哲というベトナムの人を含めて，参会したコミュニケー
ション主体の人びとは，「仏教」と一
ひと
括
くく
りにするには，あまりにも豊かな，多様な《声》を発し，
《歌》を舞い，《彩りに満ちた，生々しい価値》を，体現していた，と言うべきであろう。彼らは，
そのコミュニケーション行為を通じて，《過去》からの‘Meaning’（「価値」）に身をあずけつゝ，
今度は，彼ら自身の《sense》→《significance》→《meaning》という「内的自然」の上向
4 4
の過程
の結果として，《未来》の新しい‘Meaning’（「価値」）を発酵させ，生成させつゝあったのである。
（以下続稿）
＊　　　和辻哲郎，前掲書，68−9頁。
＊＊　　同上書，69頁。
＊＊＊　田中義久『社会関係の理論』（2009年，東京大学出版会），352頁。
